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６０周年記念誌の発行にあたって 

船橋市スポーツ推進委員協議会 

会長 野口 俊光

船橋市スポーツ推進委員協議会は、令和 5 年(2023 年)4 月をもちまして 60 周年を迎えることが出来ました。
ここに改めてスポーツ推進委員をはじめ関係者の皆様に感謝申し上げます。 

今から 60 年前、昭和 38 年（1963 年） 4 月に船橋市体育指導委員として 39 名が委嘱され、 

「船橋市体育指導委員連絡協議会」が発足しました。 

その後、平成 23 年(2011 年)8 月、これまでの「スポーツ振興法」が半世紀ぶりに大改定され「スポーツ基本法」
が施行されました。この中で体育指導委員の名称がスポーツ推進委員に変わると共に、従来の職務に加え新たに

スポーツ推進の事業に係る関係団体との連絡調整役（コーディネーター）が加わりました。

この「スポーツ基本法」により、船橋市体育指導委員連絡協議会は船橋市スポーツ推進委員協議会として名称

変更を行う事となりました。 

当初連絡調整役という点について機能発揮ができるかとの不安の中で活動を進め、やっと順調に動きはじめた矢

先、令和元年（2019年）12月に発生した新型コロナウイルス感染症が、世界中に感染拡大したことから、私た

ちの事業もおよそ３年余り事業の中止、あるいは制限付き延期を余儀なくされました。スポーツ推進委員事業の

殆どが対面方式で行われていることから、活動条件緩和を待ちながら順次再開いたしました。 

本年に入り新型コロナウイルス感染症の位置づけが 2類相当から 5類相当への移行により、スポーツ推進委員の

事業もコロナ前の通常に戻りました。 

このような変遷の中で、今回新たな事業展開に向けた活動の記録として平成 25年(2013年)から令和 5年（2023

年）までの本部・ブロック・地区活動等をまとめましたので、ご高覧いただければ幸いです。 

皆様におかれましては、今後も引き続きスポーツ推進委員活動にご理解、ご協力を賜りたくお願い申し上げま

して挨拶とさせていただきます。  
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  船橋市スポーツ推進委員協議会６０周年おめでとうございます。

１０年間で人口の増加、コロナ禍で市民のライフワークやスポーツ

そして地域のコミュニティーが様変わりして我々、スポーツ推進員

としての役割が重要なことを改めて考える時期と思いました。

　【南部ブロック事業】
平成２５年～平成30年において 　   (各年度人数)

① 地域交流（春季・秋季）グラウンドゴルフ大会 　参加者２００名

② ママさんバレーボル大会　参加チーム１２～15 　 参加者２１０名

③ スポーツ雪合戦（地区　小学生）  　  参加者 ３０名

④ ウオーキング（地域の歴史探求等）  参加者３０～５０名

⑤ 南部ブロック研修会  　  参加者20～３０名

（心肺蘇生ＡＥＤ・ミニバレー・インドアペタンク）　

② ママさんバレーボル大会　参加チーム１２～15 　 参加者120名

③ スポーツ雪合戦・ボッチャ（地区　小学生）  参加者　30名

④ ウオーキング（地域の歴史探求等）  参加者３０～6０名

⑤ 南部ブロック研修会  参加者20～３０名

（心肺蘇生ＡＥＤ・ボッチャ・ラジオ体操ストレッチ）　

■ 令和３年度に感染予防対策ガイドライン作成し運営の研修開催

■ 令和３年度～令和４年度は、コロナ禍でガイドラインを遵守して開催

もしくは、延期や中止した事業がありました。

 令和５年度で２４回目を迎え、約
５００人の参加を頂いています。
（午前の部）軽スポーツを中心に、
グラウンドゴルフ、ペタンク、ス
ポーツ雪合戦、ボッチャなど
（午後の部）皆で楽しめるレクリ
エーションを中心に、玉入れ、パン
食い競争、綱引きなど。

　本町地区は地域交流のため、本町
地区連合町会行事に「スポーツ祭・
福祉祭」として、スポーツ委員の地
区長が実行委員長として企画立案を
任され共催行事とし、地域づくり、
交流の場及びスポーツを行う動機付
けを目的として実施しています。

本
町
地
区

令和元年～令和5年において

① 地域交流（春季・秋季）グラウンドゴルフ大会  参加者200名

　その他、本町地区では例年、グラ
ウンドゴルフやウォーキングをメイ
ンに進めています。特にウォーキン
グは近隣だけでなく、場所を都内で
企画し実施しています。

南部 

12



で模索していきます。 

　宮本小学校・峰台小学校で、毎年各１回グランドゴルフ大
会を実施しています。最近では、宮本公民館のハッピーサタ
デーで子供を中心としたランドゴルフ体験会を開催し、好評
を頂いています。

　また、元気に楽しく歩こう会では海老川周辺や谷津干潟方
面とコースに変化をつけて文字どうり楽しく歩いています。

　海神地区は海神公民館を中心に、
海神小学校、西海神小学校、海神南
小学校、南本町小学校で、グラウン
ドゴルフ、軽スポーツ大会を、年2
回春と秋に開催しています。

　新型コロナの影響で令和元年から
３年ほど活動ができない時期があり
ましたが、若松公園、若松中学校で
のグラウンドゴルフ等を行っていま
す。
また、地域の小学生、高齢者向けに
ボッチャコートを公民館に常設しま
す。

　春は桜咲く海老川堤方面、秋には
香澄公園方面へのウォーキングを実
施しています。完走の後にはおいし
いカレーライスがあり、参加の皆さ
んに好評です。

　湊町地区は浜町公民館を中心に活
動をしています。

　また、ママさんバレーボール大
会、スポーツ雪合戦、ボッチャ体験
会など、子どもから、高齢者まで、
誰でも参加できる軽スポーツ開催を
目指しています。

湊
町
地
区

海
神
地
区

今後もキンボールやモルック等々、地域の皆様に楽しんで頂ける

行事を地区月例会議等 

宮
本
地
区
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船橋市スポーツ推進委員協議会創立 60周年おめでとうございます。 

       西部ブロックは、西船地区・本中山地区・塚田地区・法典地区の４地区で 

構成されています。 

活動場所は、 

西船地区【葛飾小学校・葛飾中学校・葛飾公民館】 

本中山地区【小栗原小学校・西部公民館】 

塚田地区【行田東小学校・行田中学校・ 

行田公園芝生広場・塚田公民館】 

法典地区【法典公園（グラスポ）・法典小学校・ 

法田中学校・旭中学校・藤原運動広場・ 

法典公民館・丸山公民館】です。 

それぞれの会場を利用して行事を実施しています。 

西部ブロックの行事は、バレーボール大会・ソフト

ボール大会・グランドゴルフ大会・ニュースポーツ

大会を継続的に開催しています。会場は、運動公園・

体育館・法典公園（グラスポ）・行田東小学校・行

田中学校・行田公園芝生広場で実施しています。 

特に、バレーボール大会は春夏の年２回を継続し、

もうすぐ 100回目を迎えます。 

また、西部ブロックの特有なニュースポーツを広め

るために、近年ではパラスポーツのボッチャ及び、

モルックの研修会を行い、新しくニュースポーツ交

流を図っています。 

西 部 
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本中山地区委員は令和 4 年度に委員７名中５

名が新規入れ替えとなりました。 

５名とも初めての参画でしたが、「習うより慣

れろ」の精神で、計画した事業はもとよりブロッ

ク、全体事業にも積極的に参加して学んでもら

った結果、自身をもって事業にも対応出来るよ

うになり、本中山地区スポーツ推進委員会とし

ての体裁も整って来ました。

令和５年度に入って、頑張っていた２人が仕

事の都合で参画出来なくなり、さすがに５人に

なると事業への参加も差し繰りが難しくなって

きました。そのうえ６月、９月に計画したグラン

ドゴルフがどちらも都合により中止になりまし

た。そんな中、１０月に自治連合会の健康フェス

ティバル（運動会）の運営の一部を任され、また

地元神社の４年振り例大祭にも応援で参加、地

域他組織の皆さんとの協力の下で成功裏に導き

自信を得たところです。本中山地区スポ推の主

行事の一つである歩け歩け大会も１１月に４年

振りの開催をする事が出来、参加者からは喜び

の声が寄せられました。

本中山地区の目下の課題である２名の欠員に

ついては、地区内の候補者（１名は女性）２名 

に内諾を得ているので来年度から 

は７名が勢揃いし本中山地区のス 

ポーツ推進にさらに貢献できるも 

のと期待しています。 

塚田地区 

最近１０年の歩み 

第３５回ソフトボール塚田地区大会 

令和元年から…西部ブロック中央大会へ 

（西部 四地区大会の統一） 

バレーボール大会 

Ｒ２年度第３６回 

Ｒ３年度第３７回  大会中止 

Ｒ４年度第３８回から再開しました。 

小学生対象 キンボール・ボッチャ・ 

 ふわドッチボール 

Ｒ２年からＲ４年中止 

 Ｒ５年ふわドッチボール開

催 グラウンドゴルフ 

Ｒ２年 第５０回・第５１回 ３年間 

Ｒ３年 第５２回・第５３回  開催中止 

Ｒ４年 第５４回・第５５回 

今年度第５６回・第５７回と開催しまし

たが各大会とも参加人数は 1/3でした。 

バスハイキング（２台・９０名） 

Ｒ２年度５１回からＲ５年度中止してい

ます。 

新年度から新スポーツを取り入れていこ

うと思っています。 

西

現在、西船地区には野口会長を含め１０

名が推進委員であり、私が地区長を務め

ています。この１０年以前２０１０年の

平成２２年からスポーツ推進委員です

が、当初は体育指導員でした。平成２３

年の２０１１年に「スポーツ基本法」に

改正されています。 

西船地区の大きな特徴は「ＪＲＡ中山競

馬場」が地区エリア内にあることから、

春と夏の２回競馬場内において愛好者に

グラウンド・ゴルフを楽しんで頂く事業

を主催しています。 

本中山

西船地区 

 地区長 羽淵 徹也 

伝統と歴史の 

年間行事を運営 

 法典地区スポーツ推進委員会として、伝統を

守り、ウォーキング（第２９回）・法典地域祭

（第２４回）・耐寒マラソン（第５８回）・バレ

ーボール（第５７回）・連合運動会（第４３回）・

グラウンドゴルフ・ソフトボール・ニュースポ

ーツのボッチャ・モルック等を企画運営し、地

域住民の健康推進と発展に活動しております。 

法典地区５ブロックから選出され、年間行事の

企画を持ち回りで担務し全員で運営。 

さらに、個々のスキルアップを図るため研修会

も実施し、地 

域住民の健康 

と体力づくり 

のサポーター 

として活動し 

ています。 
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中部 

◆ブロック紹介

中部ブロックの行事として、グランドゴルフ、研修会、ウォーキング、バスハ

イクを実施してきた。しかし、令和２年度に、コロナウィルス感染拡大により、

通年通りの活動が思うようにできない時期が３年程度続いた。ようやく、令和

５年度からは、ほぼ以前のような活動に戻ってき。また、ボッチャに取り組み、

令和５年度には、船橋市スポーツ都市宣言４０周年及び船橋市スポーツ推進委

員協議会創立６０周年記念として、スポーツ推進委員協議会が主催して、ボッチャ交流大会船橋

市ボッチャ中央大会の予選会として、ボッチャ中部ブロック大会を開催した。 

＜バスハイク 小田原城 佐原・香取・鹿嶋神宮 ＞ ＜グランドゴルフ大会＞ 

 ＜船橋市スポーツ推進委員協議会 
＜日本橋七福神巡り＞ ＜心肺蘇生法実技研修＞ 創立６０周年記念ボッチャ中部大会＞ 

 本地区は、主催事業としてソフトボール

大会とグラウンドゴルフ大会を中心に開

催してまいりました。 
 また、地元自治会、社会福祉協議会、夏

見児童ホーム等の各種行事にて主にディ

スコンや輪投げ等を実施してきました。

ここ数年は、ボッチャの用具も購入し、

皆様にボッチャを身近に感じもらうため

に体験の機会を設けてまいりました。 
コロナの影響も少なくなりつつあり、元の

活動に戻れる日も近いものと期待してお

ります。  ボッチャ体験会の様子 

夏

見

地

区
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高根・金杉地区の活動は主にグラウンドゴルフ、ボッチャ、バスハイクを実施してい

ます。また自治会の運動会、福祉祭りへ参加し地域の方々との交流を大切にしています。 

船橋市が推奨しているボッチャは室内スポーツとして天候に左右されずまた身体機能

に制限のある方、子供から高齢者まで楽しめるスポーツです。幅広い年代の参加があり

地区としてもボッチャを推奨していきたいと思っております。 

これからもスポーツ推進委員として健康な生活習慣を促進しスポーツを通して地域全

体の健康を保てるように企画、活動していきます。 

地区の構成は、高根台１丁目から７丁目、推進委員は高根台団地居住者が多いです。 

活動はバレーボール、バドミントン、卓球、グラウンドゴルフ、ボッチャ等を実施してきましたが。

開催に際し協力をして頂いたサークルがコロナ感染症の影響で活動休止になり、 

現在は、東京パラリンピックで話題のボッチャを体験会として幼稚園児、小中学生の参加を仰いでい

ます。 

グラウンドゴルフは年 3 回開催して、毎回４０人ほどの参加者がおり、次回は何時と開催を楽しみ 

にして頂いています。参加者の最高齢は９０歳です。 

高根・芝山地区では、老若男女 

誰でも一緒に行うことができる 

スポーツを中心に開催する行事

を検討し、実施しています。 

ここ最近では、東京オリンピッ 

ク・パラリンピックで実施して

いた”ボッチャ”や”モルック” 

を地区で購入し、町会の行事等 

で実施する際には貸出しを実施 

するなど、地域に密着した活動 

を行っています。 

高

根

・

芝

山

地

区

高

根

・

金

杉

地

区

高

根

台

地

区
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野口会長の「各ブロック１つ、新しいスポーツを考えてほしい」との言葉に、

東部ブロックで考案したダレッチボールが令和６年２月４日習志野台公民館で

大会が開催されました。

 令和４年度から奇数月の第２土曜日に東部公民

館で研修を行いました。どのボールを使うのか堅さ

はどのくらいがいいのかから始まり、投げるのか

転がすのか、バウンドしてもいいのか悪いのか、

実践しながらの研修の中で、不都合なところやど

うすればよくなる か、面白くなるか、検討に検討を重

ね、そのたびにルー ルが変わっていきました。

前
原
地
区

１０年を振り返ってみました。定番の「グラウンドゴルフ」もちろん、最近は我が前原地区

スポ推考案の「ダレッチボール」に挑戦しています。「ボッチャ」の体験会開催。

「シニアチャレンジ大会」「ボッチャ」「風船バレー」「ダーツ」他

子どもたちの「軽スポーツフェア」は公民館全館で開催。知恵と工夫でチャレンジ！

【忍者ランド】忍者に変身、様々な術に挑戦するコーナー  【ラダーゲッター】

【チャレラン】「ペットボトルダーツ」「空き缶つみ」「おはしで豆運び」 【ボッチャ】他

「バスウォーク」最初は「佐原」、「鋸山」「ゲートブリッジ＆羽田空港整備工場」「大多喜」

「川越」「館山」「農溝の滝」「養老渓谷」「野田清水公園・戸定邸公園・西部防災センター」

「さくらウォーク」さくらを見ながらのウォーク、さくらの名所「靖国神社・千鳥ヶ淵」「新宿

御苑」「青葉の森」「真間川沿いと法華経寺」「三渓園」「成田」「八柱」雨で中止のことも。

「七福神めぐり」「鎌倉」「新宿山の手」｢東海｣「亀戸」「深川」「目黒」「佐倉」「隅田川」

コロナ渦の３年あまり事業ができませんでしたが、毎月の定例会を軸に１１人のスポ推が

力をあわせて、地域の皆様に喜んで頂ける活動をしていきます。

大木・金本・島田・鈴木・鈴木・田久保・千葉・深澤・森島・山南・渡邉（R4 年・5 年） 

二
宮
・
飯
山
満
地
区

二宮・飯山満地区では、年間行事としては、ソフトボール大会（年３回【ブロック大会含む】）・ 
グラウンドゴルフ大会(年２回)・バレーボール大会(年２回)計画してい

ますが、その他に公民館主催のハッピーサダディ、子供まつり等の手

伝いをしています。しかし、各大会参加者は減ってきています。ソフ

トボールは、１０チームで構成されていましたが、令和５年度は市民

大会の影響もあり３チーム構成となって

しましました。グラウンドゴルフ大会においては、１００人前後

参加が居ましたが今年度は６０人程度となっていまいました。公

民館主催の行事においても年９回のハッピーサタデイについても

年５回と縮小されてしまいました。子供まつりにおいては、公民

館の収容スペースの問題もあり我々の活動スペースか取れないと

いう状況になっています。定員割れになっている状況において、今後の活動計画の見直しも検

討しなければならない時期にきているのかなと思っているところです。

東部
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薬
円
台
地
区

 この１０年の年月の間に年号は変わり、私たちの名称も「体育指導員」から「スポーツ推進

委員」に変わりました。 

ウォーキング、グラウンドゴルフ、バレーボールなどを

中心に、楽しく身体を動かし健康とコミュニティ作りの

お手伝いをさせて頂きました。残念ながらコロナ禍で活

動出来ない期間もありましたが、ウイズコロナの今後

は、さらに地区町会、学

校や公民館、地域の皆

様のご協力を得て活動

してまいります。また、

パラスポーツや新しい活動も模索したいと思っています。 

薬円台地区 榎本稔也 

三
山
・
田
喜
野
井
・
習
志
野
地
区

 平成２８年４月１０日に初めて社会教育バスを使用して「バスウォーク ｉｎ 鋸山」を

催行しました。しかし、コロナ禍で社会教育バスが無くなり令和元年９月の「川越」が最後の

行事となってしまいました。

また、バスウォークと同年の６月から夏見運動公園でバレー

ボール大会を開催することとなり、

年１回だったバレーボール大会が

年２回となりました。こちらはコロナ

禍にも負けずにウィズコロナとなった

今期も元気よく大会が行われました。

 新しい行事を取り入れながら従来の行事も大切にし、今後も地域の方々の健康増進に微力な

がら貢献していきたいと考えております。

習
志
野
台
地
区

習志野台地区では、毎月の定例会で対象参加者や軽スポーツ活動等の理解と、イベントなど

を通して地域の皆さんと密着した活動をしています。 

習志野台地区は地区長をはじめ、１２人のメンバーで日々のスポーツ

などに際を出しています。 

ここ１０年間はバレーボール大会、春秋のグラウンドゴルフや春秋早

秋のウォーキング習志野台公民館主催の文化祭、地区社協主催の福祉祭りなどの行事に参加し

ています。残念ながら２０１９年から２０２２年までの間はコロナウィルス

蔓延のため行事の開催ができなかったのですが、やっとコロナが５類に変更

になったためグラウンドゴルフを皮切りにウォーキング等の軽スポーツの

開催が続き、例年どおりの活動が戻ってきています。 

これから先も、地域の皆さんと軽スポーツをとおした交流を深めていくことを目標にして次

の１０年を目指して頑張ってゆきます。 
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北部ブロックでは「誰でもスポーツ」と題して各地区において工夫した各種軽スポーツを

行っております。 また、コロナの影響でチーム解散もありますが 1 月に船橋アリーナで

バレーボール大会が開催しております。 ニュースポーツの発信として「紙サッカー」を子

供から大人まで参加できる軽スポーツのルール作りと研修会も行っております。 

 グランドゴルフやパークゴルフ、ニュースポーツのボッチャやモルックなども 公民館等

を利用して盛んに取り組んでおります。 

坪井地区 

2008 年に坪井近隣公園が開設されてから､急速

に住宅が建設されて、人口も増えました。東葉高

速鉄道船橋日大前駅を中心に商業施設も増え続

け、地域が活発化しています。 

 坪井地区スポ

ーツ推進委員会

では、毎年主に

「軽スポーツ大

会（近隣公園）」

「グラウンドゴ

ルフ大会（坪井

小）」「ナイター

グラウンド大会（坪井中）」「ウォーキング（春、

夏、冬年 3回）」

等を企画し実施

してきました。 

また、自治連イ

ベントへの参

画、公民館行事

の「ハッピーサタデー （ボッチャ、軽スポーツ）」、

児童ホーム事業の「紙サッカー、ボッチャ スポ

ーツ雪合戦」に協力活動しています。 

松が丘地区 

一番元気な地区ではありますが、以前はチャン

ピオン型の大会が行われておりましたが、現在は

「若返り体操」で足腰の衰え軽減のための運動や

バスウォークで観光地や新たな街を訪れ散策を

行っています。思い出話で盛り上がるコミュニケ

ーションづくりに取り組んでいます。 

年 2 回のグラウンドゴルフ大会には年齢 80 

から 90 台の方もホールインワン を狙って挑ん

でいます。 

豊富地区 

豊富地区は担当範囲が広く、北部と小室両公民

館のイベントの対応をスポーツ推進委員で行っ

ていますが、通常は 7 名ですが今は 6 名（小室 4

名、豊富 2 名、欠員 1 名）で活動しております。 

地区でのイベ

ントも「グラウン

ドゴルフ」、「パー

クゴルフ」、パラ

スポーツの「ボッ

チャ」や北欧フィ

ンランド発祥の

「モルック」など、子供と一緒に大人も参加して

和気あいあいと運動しております。公民館職員の

方へ講習会を開催して「モルック」のゲーム進行

方法などをスポ

推メンバーとル

ールの勉強会を

して安全にスポ

ーツができる様

に励んでいます。 

北部 
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大穴地区 

大穴地区は年齢に関わらず手軽に楽しめるス

ポーツとして「ボッチャ」「モルック」に力を入れ

ています。5月、6月には近隣公園でモルック初心

者向けに体験

週間を企画・開

催、年 2回は公

民館でチーム

戦形式の「ボッ

チャ・モルック

大会」を行っています。また、公民館ハッピーサ

タデーでも取り入れ子ども達にも広め楽しんで

います。 

当 地 区 は

高齢者比率

の非常に高

い地域なの

で、あらゆる

面で次の世代への引き継ぎが重要な課題です。町

自治会連合会と連携して企画・運営する運動会も

秋に開催され、世代を超えた地域親睦・交流の場

となっています。 

二和地区 

二和地区では、スポーツによる健康増進と、

地区コミュニティーの活性化を目標に活動して

います。  

グラウンドゴルフとパークゴルフ大会は春秋

に、スポーツ吹き矢は年20回の体験会を開催し

ています。 

 これまでに多くの地域の皆様に参加していただ

きました。今、最も力を入れているのはボッチ

ャです。今年は5回の体験会を実施しています。 

八木が谷地区 

60周年おめでとうございます。 

諸先輩から引き継いだ各種運動を推進し地区の

みなさんと楽しく、心地良い運動で友達の輪も広

がりスマイル長寿に、少しでも手助けが出来たら

嬉しい！ 

三咲地区 

紙サッカーの発祥 

子供の軽スポーツとして、紙ボールのサッカー体

験をしたことから誕生しました。 

北部ブロックで定期的に研修会が行われ、令和元

年に「紙サッカー」として更に充実させるため「北

部ブロック紙サッカー研究会」を発足させ、競技

スポーツとしてルール、コートの広さ、審判の役

割分担、規則などを明確にしてスポーツとして取

り入れています。 

また令和 5 年

度の「ボッチャ」

交流大会にそな

えて、新たな施

設として北老人

福祉センター、児童ホーム、講堂などでボッチャ

普及に取り組んで来ました。 

今後さらに老若男女の皆さんに「ボッチャ」に参

加していた

だくよう務

めていきた

いと思って

います。 
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◆ スポーツ推進だより

本機関紙はスポーツ推進委員の推薦母体となる自治会連合協議会に対して、スポーツ推進委員１年間の

活動状況を報告する事を主として「スポーツ推進だより」を毎年発行しています。昭和５４年に創刊し

現在に至り、団体名称が体育指導員協議会からスポーツ推進委員協議会へ変名した事に伴い「体指連協

だより」から上記名称となり、全体・ブロック・各地区の活動内容を４６年間継続して発行しています。 

No３５号（５０周年時） 

Ｎｏ３６号～Ｎｏ４５号 

左は「５０周年」の年に発行 

された推進だよりです。 

表紙写真は記念式典に参加し 

たスポーツ推進委員の集合写 

真となっています。 

（この節目の年にはプロジェ 

クトチームにより、５０周年

誌：躍動が発行されました。 

通年の表紙写真は「千葉県ス 

ポーツ推進委員研究大会」に 

参加された推進員の集合写真 

となっています。 
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年度 文部科学大臣表彰 全国連合表彰 関東協議会表彰 千葉県連合会表彰

平成25年

奈和手良和
西　靖正
今野恵美子
白石　芳夫
宮崎　智

平成26年 渡邉千代美 菊地　水子
吉田　光一
三井　芳男

岸　和夫
石塚　和雄
田久保光子
千葉　隆光
佐藤　利男

鈴木　將夫
小川　昭明
戸松　篤司
野口　俊光
原田　幸三
鷲　嘉雄
風間　幸江
藤峰　勝子

髙橋　光男
森島　初美
枝　弘美
豊浦　容子
渡邊　義機
大竹　幸明
桒原　慎也

平成27年
中西　茂
尾塩　諒逸

飯田　勝彦
村形　忠秀
由田　順子
徳田　敏博
新井賀律美

五十嵐喜史

平成28年 勝倉　宏 三井　芳男
竹内　弘一
髙橋　忠雄

戸松　篤司
野口　俊光
鷲　嘉雄
大竹　幸明
桒原　慎也

矢島　崇光
髙橋　利郎
山﨑　文夫
平山　道子
成田　武彦
浅賀辰之助
中言　勝則
曽我　明
天木　千秋
湯浅　直人

矢作　元良
増田　隆一
中田美千代
清水　睦雄
斉藤　正伸
高田　博子
堀川　康文
中澤　直子
丸山　弘宣

平成29年 出口　輝子 吉田　光一

鈴木　將夫
小川　昭明
原田　幸三
森島　初美
渡邊 義機

平成30年 髙橋　忠雄

髙橋　光男
五十嵐喜史
矢島　宗充
曽我　明

宇井　朝子
羽渕　徹也
小池　貞雄
阿部　雅之
尾上　悦男

大塚　富雄
秋葉恵美子
榊原　伸
中津　吉江

 令和元年 関根　輝久

増田　隆一
清水　睦雄
浅賀辰之助
堀川　康文
中澤　直子

平成25年 ～ 令和４年　表彰者名簿

船橋市政功労表彰
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年度 文部科学大臣表彰 全国連合表彰 関東協議会表彰 千葉県連合会表彰

 令和2年

山﨑　文夫
中田美千代
成田　武彦
天木　千秋
髙橋　敏郎

飯島　康宏
甲斐　守利
藤田　勝洋
山田　徳保
齋藤　忠利

松本　庄司
芦田　君雄
松崎　茂
中島昭太郎
横島　良広

 令和3年
小野　忠義
角張　節子

湯浅　直人
羽渕　徹也
中津　吉江
尾上　悦男

神谷　眞人
榎本　稔也
山崎　尚美
八巻恵美子

 令和4年 小島　松雄

宇井　朝子
大塚　富雄
小池　貞雄
横島　良広

岡本　裕介
小川　展弘
延東　直毅
及川　誇
鈴木　哲男
髙橋　正明
臣司　正男

小谷　玲子
可瀬　渉
梅木美千子
佐藤　愼一
鈴木　哲夫
町田英一郎

平成25年 渡邉千代美 菊地　水子 出口　輝子 三浦　忠實 勝倉　宏

平成29年 吉田　光一 三井　芳男

令和元年 髙橋　忠雄

令和3年度 関根　輝久

令和4年度 角張　節子

　青鹿　元治　　飯田　勝彦　　伊藤　洋子　　小島　松雄　　寺田　幹男
　岸　和夫 竹内　弘一　　盛武　稔 吉田　光一　　小野　忠義
　木村　利一　　角田　武彦　　佐藤　利男　　渡邉千代美　　菊地　水子
　髙橋　忠雄　　中村 よし子　　白石　芳夫　　吉川　勉 田久保恵美子
　渡邉　和子　　石塚　和雄　　永江　咲子　　保坂　正文　　村形　忠秀
　矢野　義幸　　関根　輝久　　田久保光子　　西　澄彦 由田　順子
　出口　輝子　　徳田　敏博　　三井　芳男　　植木　和則　　千葉　隆光
　森口　賢二　　角張　節子　　佐藤　公男　　武田　久志　　新井賀律美
　金子　久夫　　勝倉　宏

千葉県スポーツ推進委員連合会創立60周年記念特別表彰（令和2年）

　渡邉千代美

船橋市政功労表彰

30年勤続スポーツ推進委員表彰

船橋市市制80周年記念特別功労表彰（平成29年）
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平成26･27年 平成28･29年 平成30･令和元年 令和2･3年 令和4･5年

会長 渡邉千代美 渡邉千代美 野口　俊光 野口　俊光 野口　俊光

副会長 青鹿　元治 青鹿　元治 青鹿　元治 青鹿　元治 青鹿　元治

副会長 三井　芳男 野口　俊光 吉田　光一　光一吉田　光一　光一勝倉　宏

ブロック長（南部） 小島　松雄 戸松　篤司 戸松　篤司 戸松　篤司 戸松　篤司

ブロック長（西部） 吉田　光一　光一吉田　光一　光一原田　幸三 原田　幸三 原田　幸三

ブロック長（中部） 吉川　勉 吉川　勉 松崎　茂 木村　充宏 木村　充宏

ブロック長（東部） 保坂　正文 保坂　正文 保坂　正文 田久保恵美子 田久保恵美子

ブロック長（北部） 尾塩　諒逸 勝倉　宏 勝倉　宏 勝倉　宏 武田　久志

竹内　弘一 出口　輝子 渡邉千代美 山﨑　文夫 大塚　富雄

田村　芳雄 大竹　幸明 出口　輝子 渡邉千代美 山﨑　文夫

斉藤　正伸 木村　利一 庭野　克彦 庭野　克彦 中澤　直子

出口　輝子 北浦　孝眞 村上　弘美 新井賀律美 高木　裕資

理事（宮本地区長） 宮内　雅章 鈴木　將夫 鈴木　將夫 藤川　淳一 藤川　淳一

理事（湊町地区長） 戸松　篤司 小川　昭明 小川　昭明 小川　昭明 小川　昭明

理事（本町地区長） 寺田　幹男 小島　松雄 小島　松雄 小島　松雄 小島　松雄

理事（海神地区長） 矢島　崇充 芦田　君雄 芦田　君雄 芦田　君雄 芦田　君雄

理事（西船地区長） 野口　俊光 羽渕　徹也 羽渕　徹也 羽渕　徹也 羽渕　徹也

理事（本中山地区長） 盛武　稔 盛武　稔 増田　隆一 増田　隆一 村尾　節生

理事（塚田地区長） 小野　忠義 小野　忠義 小野　忠義 小野　忠義 小野　忠義

理事（法典地区長） 角田　武彦 原田　幸三 成田　武彦 成田　武彦 成田　武彦

理事（夏見地区長） 佐藤　利男 神宮　剛 神宮　剛 神宮　剛 神宮　剛

理事（高根金杉地区長） 丸山　弘宣 松崎　茂 渡辺　雅和 渡辺　雅和 関　順司

理事（高根台地区長） 髙橋　忠雄 髙橋　忠雄 髙橋　忠雄 髙橋　忠雄 髙橋　忠雄

理事（高根芝山地区長） 白石　芳夫 白石　芳夫 髙橋　光男 髙橋　光男 髙橋　光男

理事（前原地区長） 田久保恵美子 田久保恵美子 田久保恵美子 鈴木　哲男 鈴木　哲男

理事（二宮飯山満地区長） 矢野　義幸 矢野　義幸 矢野　義幸 矢野　義幸 矢野　義幸

理事（薬円台地区長） 関根　輝久 関根　輝久 関根　輝久 関根　輝久 関根　輝久

理事（三田習地区長） 曽我　明 曽我　明 中澤　直子 金子　健太 金子　健太

理事（習志野台地区長） 枝　弘美 徳田　敏博 徳田　敏博 渡邊　義機 渡邊　義機

理事（二和地区長） 山口　欣二 米川　知之 米川　知之 米川　知之 米川　知之

理事（三咲地区長） 植木　和則 森口　賢二 森口　賢二 森口　賢二 森口　賢二

理事（八木が谷地区長） 菊地　充 中津　吉江 中津　吉江 梅木美千子 梅木美千子

理事（松が丘地区長） 佐藤　公男 佐藤　公男 佐藤　公男 武田　久志 大竹　幸明

理事（大穴地区長） 齋藤　忠利 齋藤　忠利 齋藤　忠利 尾上　悦男 尾上　悦男

理事（豊富地区長） 金子　久夫 五十嵐喜史 五十嵐喜史 五十嵐喜史 五十嵐喜史

理事（坪井地区長） 勝倉　宏 横島　良広 横島　良広 横島　良広 横島　良広

理事（事業委員長） 佐藤　愼一 佐藤　愼一 佐藤　愼一 佐藤　愼一 村木　正昭

理事（研修委員長） 大竹　幸明 渡邊　義機 渡邊　義機 可瀬　渉 可瀬　渉

理事（広報委員長） 森口　賢二 森島　初美 森島　初美 森島　初美 松本　庄司

会計

監事

スポーツ推進委員協議会役員理事（平成26年 ～令和5年）一覧
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青鹿　元治 飯島　康宏 飯田　勝彦 佐藤　正憲 永井眞智子 鹿野　克彦

萩原　和子 藤川　淳一 松本　庄司 湯浅　直人

相川　和紀 宇井　朝子 小川　昭明 神谷　眞人 千葉　成恵 戸松　篤司

内藤優美子 丸山三千代

伊藤　洋子 岡本　裕介 小川　展弘 小島　松雄 近藤　朋美 嶋津　正明

寺田　幹男

芦田　君雄 臼井　康之 延東　直毅 大塚　富雄 岸　和夫 小島美奈子

菅野　謙二 中村　司 早川　真知

小野塚義和 川野辺豊子 髙橋　利郎 田地野優子 田中　研也 野口　俊光

橋本　一夫 羽渕　徹也 藤田　勝洋 村上　弘美

荻野　史晃 齋藤　正造 中込　敦 中山　学 村尾　節生 山﨑　文夫

山火　豊

内山　友夫 江畑　徹哉 小野　忠義 鎌田　正彦 小林　孝 菅原　通彦

寺田美知子 松永　佳世 宮田　一美

石井　君昇 金子　辰春 唐澤　裕司 清水　睦雄 武田眞理子 中村　敏成

成田　武彦 原田　幸三 宮平由美子 八巻恵美子

五十嵐　隆 小池　貞雄 佐藤　利男 神宮　剛 古谷　徹 山村　秀之

山本　道広 吉森　香

阿部　勝利 木村　充宏 佐久間忍夫 関　順司 三上　達雄 宮嵜　正幸

渡邉千代美 渡辺　雅和

井上　幸夫 及川　誇 小関　文明 小林　昭二 髙橋　忠雄 中村よし子

野添美和子

池田　由雄 荻沼　洋 上出　正 木村　津絵 佐藤　忠道 髙橋　光男

長澤　敏浩 簗場　千尋 吉田　誠

大木　達也 金本　順子 島田　充孝 鈴木　秀一 鈴木　哲男 田久保恵美子

千葉　裕子 深澤　裕志 森島　初美 山南美都子 渡邉　和子

石塚　和雄 保坂　正文 堀川　康文 真殿　英幸 矢野　義幸 金子　敏行

榎本　稔也 関根　輝久 髙橋　正明 田久保光子 七瀬谷重男 曳地　豊

広木　誠
薬円台地区

高根･金杉地区

高根台地区

高根･芝山地区

前原地区

二宮･飯山満地区

令和4年･5年度　スポーツ推進委員一覧

宮本地区

湊町地区

本町地区

海神地区

西船地区

本中山地区

塚田地区

法典地区

夏見地区
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金子　健太 櫻田　清次 臣司　正男 曽我　明 月岡　義幸 中澤　直子

藤村　重治 山崎　尚美 山田　徳保 由田　順子

小谷　玲子 櫻井利一郎 出口　輝子 豊浦　容子 中野さおり 野口　英之

藤原　良範 山岡　俊彦 山口　曻一 山口　直樹 渡部久美子 渡邊　義機

荒井　剛 河村　彰 藤澤　恒雄 間野　新一 村木　正昭 米川　知之

阿部　新一 可瀬　渉 千葉　隆光 野尻　廣行 森口　賢二

梅木美千子 裏辻　甫 遠藤　幸男 佐藤　愼一 佐藤　智恵 田村　芳雄

中津　吉江 萩原　博義

天木　千秋 大竹　幸明 小野　淑美 角張　節子 佐藤　道夫 武田　久志

真中　俊也

新井賀律美 尾上　悦男 菊地　清貴 佐藤　裕一 住　紀子 藤原　樹朗

吉種　章

五十嵐喜史 石神　敏明 犬股　康太 角瀬　博政 久下　武男 小清水　理

高木　裕資

坪井地区 勝倉　宏 鈴木　哲夫 鈴木　智宏 本田　栄二 町田英一郎 横島　良広

習志野台地区

三咲地区

八木が谷地区

松が丘地区

三･田･習地区

二和地区

大穴地区

豊富地区
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